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論文内容の要旨
ジエンのアニオン重合体を水素化することによって得られたポリエチレン・アタクティクポリプロピレン 2 元ブロッ
ク共重合体 (D E P) とアタクティクポリプロピレン (AP P) とから成るポリマーブレンドについて，結晶化挙動





ド(ケース 1 ， AP P の分子量= 19000) と，ホモポリプロピレンの分子量がブロックポリプロピレンの分子量より
小さいブレンド(ケース 2 ， AP P の分子量= 1500) とでは結晶化挙動のブレンドによる変化が大きく異なっていた。
ケース 1 では， AP P の組成によらず結晶化挙動はほとんど同一であった。一方ケース 2 では， AP P の組成が
50wt%より小さいブレンドではケース 1 の対応する組成のブレンドとほぼ同一の結晶化挙動を示したが， 50wt%以
上では全く異なる結晶化挙動を示した。
小角散乱法と電子顕微鏡観察より，溶融状態でのモルフォロジーの変化を観察したところ，次のことが分かった。













を制御し結晶化の過程， kinetics などを検討することである o 本論文はその成果をまとめたもので，この分野の研究
に一つの突破口を開くこととなった。内容，形式ともに博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
組q? ?
